
中田仗祐社長京セミ

事
業
化
見
通
し
明
る
い
量
産
・
低
価
格
化
目
指
す
小
型
球
状
太
陽
電
池

　
―
直
径
１
・
２

の
球
状
シ
リ
コ

ン
で
全
方
向
か
ら
効
率
よ
く
光
を
吸
収

で
き
る
小
型
太
陽
電
池
「
ス
フ
ェ
ラ

ー
」
の
用
途
開
拓
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
２
０
０
５
年
に
愛
知
県
で
開
催
さ

れ
た

愛
・
地
球
博

で
カ
ー
ド
型
送

受
信
シ
ス
テ
ム
の
電
源
に
採
用
さ
れ
た

ほ
か
、
デ
ー
タ
発
信
器
の
ユ
ビ
キ
タ
ス

無
線
マ
ー
カ
と
し
て
も
出
荷
し
た
。
建

材
や
自
動
車
の
外

装
材
、
シ
ー
ト
材

な
ど
に
一
体
的
に

組
み
込
ん
で
使
え

る
な
ど
、
新
規
用

途
が
あ
り
、
事
業
化
の
見
通
し
が
明
る

く
な
っ
て
き
た
」

　
―
太
陽
光
発
電
事
業
者
は
内
外
で
破

綻
や
事
業
縮
小
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
「
中
国
や
台
湾
で
一
般
的
な
パ
ネ
ル

型
太
陽
電
池
が
大
量
生
産
さ
れ
、
世
界

的
に
供
給
が
過
剰
に
な
り
価
格
が
下
落

し
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
フ
ェ
ラ
ー
は

網
目
状
に
直
並
列
で
結
線
で
き
、
自
在

に
曲
げ
ら
れ
る
。
発
電
量
は
年
間
積
算

で
パ
ネ
ル
型
に
比
べ
最
大
３
倍
に
高
ま

る
。
特
許
も
世
界
の
主
要
国
で
取
っ
た

の
で
ま
ね
で
き
ず
、
パ
ネ
ル
型
と
は
差

別
化
で
き
る
」

　
―
用
途
開
発
の
事
例
は
。

　
「
タ
ケ
オ
カ
自
動
車
工
芸
の
電
気
自

動
車
に

発
電
で
き
る
ス
フ
ェ
ラ
ー

を
装
着
し
、
国
際
太
陽
電
池
展
の

Ｐ

Ｖ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０

１
２

に
出
展
し

た
。
ほ
か
に
も
自

在
に
曲
げ
ら
れ
る

特
徴
を
生
か
し
、

身
近
な
生
活
用
品
な
ど
に
取
り
付
け
る

用
途
を
、
多
く
の
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で

研
究
し
て
い
る
」

　
―
量
産
す
る
場
合
の
対
応
や
コ
ス
ト

面
の
課
題
は
。

　
「
自
社
の
生
産
能
力
に
は
限
り
が
あ

る
の
で
外
注
に
よ
る
生
産
も
検
討
し
て

い
る
。
用
途
が
広
が
り
量
産
で
き
れ

ば
、
パ
ネ
ル
型
よ
り
低
価
格
化
で
き

る
」

デ
バ
イ
ス
開
発
新
潮
流

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

小西正社長不二電機工業

新
エ
ネ
分
野
の
需
要
期
待
技
術
力
生
か
せ
る
直
流
・
高
電
圧
領
域

　
―
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
と
か
か
わ
る

事
業
は
。

　
「
従
来
の
電
力
分
野
で
は
、
火
力
・

水
力
な
ど
の
発
変
電
設
備
や
受
配
電
設

備
に
使
用
さ
れ
る
制
御
用
開
閉
器
・
接

続
機
器
な
ど
が
主
力
製
品
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
近
年
の
太
陽
光
や
風

力
と
い
っ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
設

備
を
カ
バ
ー
す
る
製
品
は
少
な
か
っ

た
」

　
―
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
分
野

で
今
後
、
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
を
ど

の
よ
う
に
つ
か
み
ま
す
か
。

　
「
太
陽
光
で
は
発
電
能
力
が
１
０
０

０

を
超
え
る

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
建
設
計
画
が
相
次
い
で
お
り
、
発
電

素
子
の
接
続
電
圧
も
高
電
圧
に
な
る
と

予
測
で
き
る
。
直
流
・
高
電
圧
と
い
っ

た
部
分
は
当
社
が
長
年
手
が
け
て
き
た

製
品
の
技
術
力
を
十
分
に
生
か
せ
る
チ

ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
い
る
」

　
―
具
体
的
な
需
要
は
。

　
「
大
型
の
太
陽
光
発
電
設
備
で
必
要

と
な
る
直
流
・
高
電
圧
の
接
続
や
開
閉

は
、
当
社
と
し
て
従
来
電
力
分
野
で
培

っ
た
技
術
が
製
品
化
で
き
る
。
他
社
に

な
い
機
器
の
作
業
性
や
安
全
性
を
高
め

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
機
械
開
閉
だ

け
で
な
く
、
直
流
・
高
電
圧
に
対
応
す

る
た
め
に
パ
ワ
ー
半
導
体
な
ど
を
使
っ

た
次
世
代
制
御
用

開
閉
器
の
分
野
で

も
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
ニ
ー
ズ
を
取

り
込
め
る
」

　
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
様
化
の
大
転
換
期

を
ど
の
よ
う
な
方
針
で
迎
え
ま
す
か
。

　
「
主
力
の
電
力
分
野
向
け
で
は
制
御

用
開
閉
器
の
小
型
化
・
効
率
化
に
努

め
、
さ
ら
に
需
要
を
掘
り
起
こ
す
。
一

方
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
な
ど
に
も
積

極
的
に
展
開
し
、
受
注
が
伸
び
て
い
る

鉄
道
関
連
の
ス
イ
ッ
チ
な
ど
と
の
相
乗

効
果
に
よ
り
、
中
長
期
的
に
全
社
で
年

間
売
上
高

億
円
以
上
を
目
指
す
」

村田恒夫社長村田製作所

独
自
技
術
で
商
品
差
別
化
後
発
も
特
徴
出
し
攻
勢
へ
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池

　
―
蓄
電
デ
バ
イ

ス
で
は
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
二
次
電
池

の
開
発
に
注
力
し

て
い
ま
す
。

　
「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
自
動

車
、
家
庭
、
風
力
発
電
な
ど
今
後
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
市
場
で
必
ず
重
要
と
な

る
。
エ
ナ
ッ
ク
ス

東
京
都
文
京
区

か
ら
技
術
を
導
入
し
、
開
発
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。
試
作
す
る
パ
ウ
チ
形

セ
ル
は
民
生
用
で
普
及
し
て
い
る
円
筒

形
セ
ル
に
比
べ
て
低
抵
抗
で
、
当
社
の

積
層
技
術
と
シ
ナ
ジ
ー

相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る
。
価
格
先
行
型
の
市
場

で
後
発
組
に
は
厳
し
い
が
、
独
自
の
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
技
術
な
ど
を
う
ま
く
使

い
、
特
徴
の
あ
る
差
別
化
で
き
る
商
品

に
し
た
い
。
量
産
に
は
ま
だ
２
年
ぐ
ら

い
か
か
る
と
見
て
い
る
」

　
―
蓄
電
デ
バ
イ
ス
周
辺
の
商
品
開
発

は
。

　
「
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

普
及
を
念

頭
に
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
な
ど
電
力
変
換

分
野
も
手
が
け
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
弱

電
で
な
く
ハ
イ
パ
ワ
ー
の
分
野
だ
け

に
、
こ
れ
か
ら
技
術
を
獲
得
す
る
必
要

が
あ
る
。
数
年
前
に
買
収
し
た
米
子
会

社
ム
ラ
タ
パ
ワ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州

で
も
徐
々

に
パ
ワ
ー
レ
ベ
ル
の
高
い
と
こ
ろ
に
挑

戦
し
た
い
。
商
品
化
に
は
、
ず
い
ぶ
ん

時
間
が
か
か
る
だ

ろ
う
」

　
―
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
で
は
セ
ン

サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
技
術
に
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
「
無
線
通
信
デ
バ
イ
ス
は
当
社
の
得

意
分
野
。
シ
ス
テ
ム
事
業
者
向
け
に
Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ

発
光
ダ
イ
オ
ー

ド

照
明
の
電
源
、
人
感
セ
ン
サ
ー
に

よ
る
制
御
な
ど
提
案
す
る
。
単
な
る
部

品
の
レ
ベ
ル
か
ら
さ
ら
に
幅
広
く
、
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」

京都からイノベーション創出

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ４月２６日 木曜日 　　


